
災
害
時
医
療
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
援

高
知
市
、
須
崎
市
、
黒
潮
町
と
協
定

　
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
　
（
本
部
・

岡
山
市
）
は
２
日
、
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
医
師
・
看
護

師
を
派
遣
し
、
被
災
者
の
医
療
・
公
衆
衛
生
面
の
支
援
に
あ

た
る
協
定
を
高
知
市
、
須
崎
市
、
黒
潮
町
と
結
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
田
修
、
広
浜
隆
志
）

　
高
知
市
役
所
で
行
わ
れ
た
締

結
式
で
、
岡
崎
誠
也
市
長
は
「
災

害
時
に
大
き
な
力
に
な
り
、
心

強
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
菅
波
茂
代
表
は

　
「
災
害
時
は
市
や
海
外
の
国
と

協
力
し
な
が
ら
支
援
を
進
め
た

い
」
と
話
し
た
。

　
須
崎
市
役
所
で
は
、
関
市
の

楠
瀬
耕
作
市
長
と
黒
潮
町
の
大

西
勝
也
町
長
が
協
定
書
に
調
印

し
た
。
苛
波
代
表
が
、
阪
神
大
震

災
や
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か

ら
「
災
害
時
に
派
遣
し
た
医
師

ス
タ
ッ
フ
の
活
動
拠
点
を
決
め

て
ほ
し
い
≒
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、

避
難
所
に
も
隔
離
場
所
を
確
保

す
べ
き
だ
」
な
ど
と
要
望
。
市
長

ら
は
「
早
急
に
対
処
す
る
」
と
応

じ
た
。

　
基
幹
道
路
の
寸
断
を
想
定

し
、
オ
ー
ト
バ
イ
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
ー
を
利
用
し
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
あ
る
岡
山
市
か
ら
須
崎
市
と

黒
潮
町
ま
で
医
療
ス
タ
ッ
フ
を

防
災
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
菅

波
代
表
（
左
）
と
大
西
町
長
（
右

端
）
、
楠
瀬
市
長
（
右
か
ら
２
人

目
）
　
（
須
崎
市
役
所
で
）

､
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送
り
込
む
訓
練
を
年
内
に
実
施

す
る
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。

　
大
西
町
長
は
「
町
民
の
防
災

へ
の
関
心
は
高
く
、
協
定
は
心

強
い
」
と
話
し
た
。
楠
瀬
市
長

は
「
市
の
災
害
拠
点
病
院
は
津

波
で
浸
水
し
て
機
能
し
な
い
可

能
性
が
あ
り
、
‐
協
定
は
非
常
に

有
意
義
だ
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と
強
調

し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
１
９
８
４
年
設

立
で
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
の
英
語
の
頭
文
字
か
ら
命
名

し
た
。
国
内
外
の
医
師
・
看
護

師
計
４
０
０
人
が
、
紛
争
や
災

害
に
苦
し
む
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
の
国
々
で
活
動
し
て
い
る
。

協定書を手に握手する菅波代表

（左）と岡崎市長（高知市役所で）
こ
れ
ま
で

5 6
か
国
で
１
６
２
件
一

ベ
ノ
ｆ
４
｀
、
．
１
２
’
ご
’
ゴ
ー
‘
こ
ｒ
｀
Ｉ
Ｚ
こ
コ
ｋ
り
ご
″
’
？
‘
！
ｋ
政
一

の
緊
急
医
療
支
援
活
動
を
実
施

し
て
き
た
と
い
う
。
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